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１．はじめに 
 突起付きＴ形鋼（以下 DFTと称する）は，圧延段階においてフランジの外面に横節状の突起を設けた鋼

材であり，ずれ止め機能を有する強度部材として利用することにより合理的な鋼・コンクリート合成構造とす

ることが可能となる．そのずれ止め効果については，終局状態に至るまで鋼とコンクリートは一体として挙動

することがこれまでに実施された各種の実験 1),2)により確認されている．こうした中，最近多用なニーズによ

りその用途も広がっており，構造詳細や表面処理の相違によるずれ止め性能への影響について検証する必要の

ある事例が発現している． 
本報は，上述を背景として DFT のずれ止め性能のうち DFT が実際に利用される境界条件下での突起面の

水平せん断特性に着目して実施した静的水平せん断試験の概要と結果について報告するものである． 
２．引抜き試験の概要と結果 
 図－１はDFTと異形鉄筋に
ついて，水平せん断試験の前に

実施した引抜き試験の概要と

結果を示したものである．部材

および付着面が鉛直に配置さ

れた状況下において，DFT と
コンクリートの付着特性は異

形鉄筋(D51)と同等以上である
ことがわかる． 
３．水平せん断試験の概要 
 水平せん断試験は，DFTが利用される条件を再現し
た供試体に対して３点曲げ載荷を行うことにより，

DFT とコンクリート間の水平せん断特性を確認する
べく実施したものである．  
 試験体の寸法形状は図－２に示すとおりであり，ス

パンは試験機の制約により決定される最小スパン

1.8mとして，DFTとコンクリート間の水平せん断力
が耐力を超過するよう断面を決定した． 
 試験体は，上フランジに DFT を用いたタイプ１と
鋼板を用いたタイプ２とし，突起の有無による違いを

確認することとした． 
 コンクリートは，設計基準強度σck=30N/mm2でか
つ膨張コンクリートとした．鉄筋については，実構造

の配筋を再現するとともに，コンクリート部の早期せん断破壊を防止するために，図－２に示すせん断補強筋

を配置した． 
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図－１ 引抜き試験の概要と結果 

DFT フランジ：312x30(SM490YB) 
ウェブ     ：724x16(SM490YA) 
下フランジ ：500x16(SM490YA) 
鉄筋       ：D16(SD295A) 

図－２ 供試体の概要図 
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４．試験結果 
4.1 試験結果 

 図－３は，試験結果について荷重と DFT の水平変位量の関係
を示したものである．水平変位量は，鋼材がコンクリートから抜

け出す方向を正値とした．図中には DFT に明らかなずれが生じ
た荷重を矢印で示しており，載荷はコンクリート部のせん断破壊

によって終了した.さらにコンクリート標準示方書による付着強
度と道路橋示方書による許容付着応力度に該当する荷重値を示

した．なお，その値はタイプ１の場合は異形鉄筋のものを，タイ

プ２の場合は丸鋼のものを使用した． 
 図中の▲印の曲線は実験値を示しており，いずれの供試体も載

荷の初期状態から DFT に明かなずれが生じるまでは，鋼材がコ
ンクリートから抜け出すような試験結果が得られた．この現象は，

本試験体がせん断力卓越型であるため，せん断変形から断面のゆ

がみが発生し，これが桁端断面へ影響を及ぼしたことによるもの

と考えられる． 
4.2 ＦＥＭ解析による補正 

 DFT に明かなずれが生じるまでのせん断応力度による桁端面
の変形量を補正するため，立体FEM解析にてその量を算出した．
図－４は FEM 解析による桁端面の水平方向変形量を示す．図－

３の■印は，図－４の値を用いて試験値の補正を行った結果を示

したものである．補正により水平せん断力のみによる DFT の水
平変位量が明確となった． 
５．考察 

 図―３における補正後の試験結果を考察すると以下の通りとな

る． 
1) タイプ１での DFT のすべりは 4007kN で発生しており，この荷重を平均付着応力度に換算すると

5.7N/mm2となる．この値は引抜き試験の値 11.4N/mm2（図－１における引抜き変位量 0.02mmの値）
より低下しており，試験供試体の付着面が引抜き試験と異なり水平になっていることや拘束条件の違い

の影響であると考えられる． 
2) タイプ１とタイプ２の試験結果を比較すると，3000kNまではほぼ同一の挙動を示しているが，タイプ
１ではこれ以降の余剰耐力が大きい．これより 3000kNまでは付着力と摩擦力によって初期変位を生じ
ながら水平力に抵抗し，タイプ１の場合は，その後突起の機械的抵抗によりさらに変位を生じながら水

平力に抵抗して，大幅なずれを生じる終局状態に至るメカニズムであると推定される． 
3) 変形が小さなずれ止め機構となる DFT の水平せん断特性は，初期のすべりが生じてから終局状態に至
るまでの変位量が大きく、水平せん断力に対して安全な耐荷力性能を有していると考えられる． 

4) σck=30N/mm2のコンクリートに対する一般的な付着強度の許容値 1.8N/mm2を採用すれば，初期ず
れに対して安全率 3以上が保証でき，DFTの利用により合理的な合成構造の設計が可能となる． 

5) せん断力が卓越する供試体では，桁端部においてせん断変形の影響が無視できない変形量が発生するた
め、その量を適切に評価することが必要である． 
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図－３ 荷重とDFTの水平変位量

図－４ せん断力による桁端
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